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地域で考えよう　農地の将来像地域で考えよう　農地の将来像

地域計画地域計画
　地域農業の将来を描いた従来の「人・農地プラン」が法律に基づく取り組みとなり、「地域計画」
となりました。これにより、10年後に誰が農地を担うかを１筆ごとに決めていくことが求められます。
離農などが進む中、これからの農業を地域で話し合い、維持・発展させていくための計画です。

　

  

地
域
計
画
と
は

　

地
域
で
の
話
し
合
い
に

よ
り
、
地
域
の
農
業
の
在

り
方
や
将
来
の
農
地
利
用

の
姿
を
明
確
化
す
る
「
地

域
計
画
」
を
市
内
全
域
で

定
め
ま
す
。

　
ま
た
、
10
年
後
の
目
指
す

べ
き
農
地
利
用
の
姿
と
し

て「
目
標
地
図
」を
作
成
し
、

１
筆
ご
と
の
利
用
を
「
見

え
る
化
」
し
て
い
き
ま
す
。

　

  

地
域
計
画
は

な
ぜ
必
要
な
の
？

　

市
の
農
業
経
営
体
数

は
、
平
成
22
年
か
ら
の
10

年
で
約
30
パ
ー
セ
ン
ト（
約

７
６
０
経
営
体
）
減
少
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
の
減
少
が
続

く
と
、
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
加
速
す
る
中
、
農
業

者
の
減
少
と
と
も
に
耕
作

放
棄
地
が
拡
大
し
、
地
域

の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

  

私
た
ち
は

何
を
す
る
の
？

　

ま
ず
は
、
誰
が
ど
の
よ

う
に
し
て
地
域
農
業
を

担
っ
て
い
く
か
、
地
域
で

話
し
合
い
を
重
ね
、
地
域

の
農
地
利
用
の
姿
に
つ
い

て
「
目
標
地
図
」
を
取
り

ま
と
め
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

現況地図 目標地図

現在の耕作者や離農予定者な
どの農地を地図で把握

担い手への集約化など、10 年後に
目指すべき農地利用の姿を表示

　  今後、どのように進むの？
令和5年 5月～6月 令和5年 7月 16日～ 30日 令和5年 8月～

農業経営意向に
関する調査

各集落（区域）の
現状や希望してい
る農地利用の姿な
どの取りまとめ

説明会 の開催
地域計画とは何か
を説明します。

協議の場 の開催
各集落（区域）の
取りまとめ結果を
説明します。

ご自身の地域の
指定日にぜひ参
加してください。

千原（集落）

天神堂（集落）

下条第二（集落）

★区域単位で地域計
画・目標地図を作成
します。

水原区域

・
・
・
・
・
・

各集落で今後の
地域の農業の在
り方や担い手とな
る農業者などにつ
いて、話し合いま
しょう。

協議の場の開催
2 回目以降は
区域単位で開催します。

「目標地図（素案）」
作成に取り組みましょう。

1 筆ごとに誰が担う
か決めていきます。

阿賀野市〇〇区域
地域計画・目標地図
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取りまとめ結果のイメージ
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